
美の田園復興事業の進め方
（農山漁村活性化プロジェクト支援交付金）



景観配慮の四原則
除去・遮蔽 景観の質を低下させる要素を

取り除くこと 修景・美化 景観阻害を軽減、美化要素の付加
により景観レベルを上げること

保　全 調和のとれた状態を保全し
管理すること 創　造 新たな要素を付加することで、

新しい景観秩序を創り出すこと

 

遮蔽 集落内のコンクリート法面をマスキング（遮蔽する・隠す）

北海道美幌町

長野県塩尻市長野県塩尻市

除去 農道沿いの廃屋を除去

農村景観は、地域の皆さんのこれまでの
生産活動や生活の営みの積み重ねによって育まれてきました。

農村景観には、豊かな自然と農業、
伝統的な農村文化といった農村独自の魅力が詰まっています。

そして、生活の質を求める現代においては、
多くの人々の農村景観に対する期待が高まっています。

（しゃへい）



修景・美化   

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

集落排水処理施設、用水路における修景・美化

長野県穂高町

山形県飯豊町

保全  

 

棚田景観に配慮した道路改修

熊本県熊本市

創造 公園における駐車場の整備

沖縄県名護市

このような景観は地域の貴重な資産として地域活性化に活かし、
次の世代に引き継いでいきたいものです。

そのために、身の回りの農村景観を保全したり、
見栄えを整えたりすることが大切になります。

美の田園復興事業は農村の景観配慮の一助となります。



美の田園復興事業のしくみ

農地及び土地改良施設の整備

美の田園復興事業で実施できる内容
生活環境施設の整備

周辺整備

■ ■

■

農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
美の田園復興事業（要件類別３）

美の田園復興事業（ハード事業）

整備対象
良好な農山漁村景観の保全・再生のための土地改良施
設等の整備、改修または修景。
以下のような理由で既存事業の実施が困難な農地、土
地改良施設等の改修等を行うことができます。
・現況改変に制約があり、生産基盤整備等との一体的
な整備が困難
・公共事業の規模要件を満たさない
・整備済であって機能には全く問題がない   　　　等

整備内容
美しい景観を形成するために、周囲の景観と調和させ
るための整備
＜例＞
・崩壊した護岸の一部を石積みで補修する
・コンクリート擁壁の壁面を遮へいするために緑化パ
ネルを施しツタ植物を繁茂させる　　　　　　　   等

○学識経験者等で構成

○計画・整備に対する助言・指導

○事業効果の検証・評価　等

細やかな整備を実施 専門的な助言の提供

各地域が必要とする景観配慮整備を的確に実施することにより、
美しい景観の再生・保全を通じた地域の魅力の向上

美の田園復興
審 査 委 員 会

実践的な
アドバイス

地区の整備
計画を諮問

委員の謝金、旅費等の経費は
国が支弁（地元負担なし）

補助率：５０％（沖縄２／３、奄美５２％）
事業主体：市町村、土地改良区、農業協同組合等



LSAGの役割

美の田園復興事業の支援（ ）
ランドスケープアドバイザリー会議



農業生産基盤関連（イメージ）

農村生活環境基盤関連（イメージ）

周辺整備関連（イメージ）

■

■

■

美の田園復興事業の活用イメージ

保全 修景・美化 修景・美化

修景・美化

創造

保全

修景・美化 創造

除去

修景・美化

遮蔽

遮蔽



地区概要

地区審査委員会

主な指導助言内容

　当該地区は平坦な低平地であり、古くから導水、貯水、遊水の機能を
併せ持つクリーク（掘割）が発達し、特有の景観を有している。
　本地区では、クリークが、地区や集落の歴史を偲ばせ、シンボル的な
存在となっている神社に面している。しかしながら、近年、法面の浸食
等により通水断面や貯水機能が低下し、農業生産に悪影響を与えるとと
もに、景観の悪化を招いている状況であった。
　このため、美の田園復興事業により、神社と調和したクリークの護岸
整備を実施することにより、クリーク本来の機能の向上とともに、農村
景観の向上を図り、地域住民の集いの場としての活用を目指す。

本地区の性格付けとしては、地域住民の心の拠り所である神社や公民館等を有し、｢コミュニティーゾーン｣として位置付けら
れ、事業の実施にあたっては、留意事項として、主に以下の３点が上げられた。
①クリークの維持管理のためにも、将来の地域像や地域管理を目指した地域住民の合意形成が必要である。
②植栽・植生について、護岸の植栽と併せて、ディスアメニティーに対しての植栽によるマスキングも検討すべき。
③護岸部分については、自然素材を利用することがベストだが、部分的にブロック積みを用いることも可能であり、
この場合、エッジ部分については土羽とすることが望ましい。

美の田園復興事業の取り組み事例
（福岡県 柳川市）

メモ



【お問い合わせ先】美の田園復興事業に関するご質問、ご意見は最寄りの農政局等にお問い合わせください。

企画
農林水産省農村振興局整備部地域整備課

制作・デザイン
（社）農村環境整備センター

写真協力
藤本信義　 中央委員会委員長
　　　　　宇都宮大学名誉教授


